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研究要旨 
 本研究では、痛みセンター共通問診システムを用いた多施設データ収集状況について確認し、
また、関連施設・地域連携モデル構築の際に活用できる事前問診や日常的な活動量を簡便に取
得できるスマートフォンアプリの開発を行った。また、今後取得した情報の分析・学習・予測
を行うための基礎的研究としてニューラルネットワークの性能向上に関する研究を行い、痛み
に関連する情報の収集と分析の連携のための検討を行った。 

 
Ａ．研究目的 
集学的な医療モデルを多施設で構築してい
くためには、多施設を訪れる慢性痛患者デー
タを同じフォーマットで集約するシステムの
開発が必要であり、これまでに研究班で、iPad
を用いて来院時に問診を行う痛みセンター共
通問診システムを開発し活用してきた。 
本研究では、これまでのデータ収集状況に
ついてまとめる。次に患者本人が自分の状態
（主観的な質問紙及び客観的なヘルスケア情
報）を管理し来院時に医療機関と情報共有し、
関連施設・地域関連病院との連携ツールとし
て活用可能なスマートフォンアプリを開発す
る。また、収集したデータを分析するための
基礎的研究として、新しいニューラルネット
ワークモデルの提案と性能評価を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
Ｂ-１．痛みセンター共通問診システムを用
いて各施設で収集したデータを取りまとめる。
初診時の患者背景及び、経時的な質問紙スコ
アの変化を検証する。 
Ｂ-２．関連施設・地域連携モデル構築のた
めに、共通のフォーマットで来院前に患者本
人が記録し、紹介時に利用できるスマートフ
ォンアプリの開発を行う。主観的な評価項目
として、「PainDETECT」「EQ-5D」「Genericス
クリーニング」「SSS-8」の4つの質問紙を用
いる。客観的指標として、歩数・移動距離・ 
睡眠時間等を端末内から取得できるように設 

 
計する。iOS版はAppleの提供するオープン
ソースフレームワークであるHealthKitを用
いてヘルスケア内の情報を取得する。Android
版は、Google Fit APIを用いてGoogle Fit
内の情報を取得する。研究班メンバーを中心
にベータテストを行い、ブラッシュアップを
行う。 
Ｂ-３．収集した情報の分析・学習・予測のた
めの基礎的研究として、従来のニューラルネ
ットワークモデル（自己符号化器、ディープ
ラーニング、画像処理）を改良する手法の提
案を行い、検証を行う。 
（倫理面への配慮） 
痛みセンター共通問診システムについては、
愛知医科大学倫理委員会の承認を得て行って
いる。また、本研究での学習モデルの検証に
は擬似データを用いているため倫理的な問題
は生じない。 
 
Ｃ．研究結果 
Ｃ-１. 倫理委員会の承認が得られている
施設における症例数、初診時の質問紙スコ
ア・患者背景、及び質問紙スコアの変化を添
付資料にまとめる。 
Ｃ-２．開発したアプリ画面を図1に示す。
ベータテストで動作確認を行った。各質問紙
への回答に応じて利用者（患者）へ適切な情
報がフィードバックされるように、松平先生
（東京大）、細井先生（九州大）を中心にワー
キンググループを設立し、表記・アドバイス
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文章の検討を行った。 
開発したアプリは、公益性を考慮し、認定
NPO法人いたみ医学研究情報センターから
App Store、Google Playへ配信を予定してい
る（アプリ名：mobile maica）。 

  

  

  
 

図 1. 慢性痛問診アプリ画面 
Ｃ-３．自己符号化器にカオスノイズを注入す
るモデル[研究発表2-2、2-5、2-8]、機械学
習アルゴリズム（Firefly Algorithm）に異な
る機械学習アルゴリズム（k-meansアルゴリ
ズム）を付加するモデル[研究発表2-4、2-6、
2-9]、ニューラルネットワークにアセチルコ
リンの特徴を加えた学習モデル[研究発表
2-7]、最適化アルゴリズム（Ant Colony 

Optimization）にフェロモン情報を変化させ
るモデル[研究発表2-13]、画像からエッジ検
出等の特徴を抽出するためにセルラーニュー
ラルネットワークに２つのテンプレートを切
り替えて使用するモデル[研究発表2-1、2-3、
2-10]を提案し、その有効性について検証した。 
 
Ｄ．考察 
本研究では、これまでの痛みセンター共通
問診システムの収集状況、患者本人が自身の
状態を管理するスマートファンアプリの開
発・検証を行った。また、ニューラルネット
ワークを用いた新しい学習モデルの提案・検
証を行った。今後は情報セキュリティを含め
より堅牢なシステム化を図ると共に、実際に
取得した問診情報を提案したニューラルネッ
トワークモデルに適用し、工学的なアプロー
チによる慢性痛患者の分類・スイートスポッ
トの発見を試みていく。 
 
Ｅ．結論 
本研究では、これまでの痛みセンター連絡
協議会のデータ問診収集状況及び、関連施設
との連携のためのスマートフォンアプリの開
発を行った。ニューラルネットワークを用い
た新しい学習モデルの提案・検証を行った。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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